
決算のポイント

・

・ 事業利益は、先行開発や売上拡大に向けた投資、安全対策・職場環境改善費用等を確保しながらも、増収・円安・原価改善効果等により増益。

・ 親会社の所有者に帰属する当期利益は、事業利益の増加や、円安効果等による金融収支の改善により増益。

・ 来期の業績予想は、売上収益1兆9,300億円、事業利益は750億円、親会社の所有者に帰属する当期利益は350億円とする。

外部環境の見通しは依然として不透明であるが、目標達成に向け、品質を確保しながら更なる原価改善・生産性改善の取組みを継続・加速していく。

・

１. 当期の業績 （単位：億円）
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２．事業別売上収益 （単位：億円）
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３．事業利益の増減益要因 （単位：億円）

売上収益の増 123 売価水準の低下 85

原価改善 133 材料価格等の上昇 45

為替差 102 費用増他 126

358 256

事　業　利　益　増 102

内 ト ヨ タ 向 け 比 率

内 ト ヨ タ Ｇ 向 け 比 率
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1 株 当 た り 配 当 金

配 当 性 向
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2025年3月期予想
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2024年3月期 決算概要
2024年4月26日

売上収益は、中国の市場変化の影響はあるものの、新型コロナ・半導体不足影響からの回復に加え円安効果もあり、日本・北米を中心に増収。

当期の年間配当は36円、来期の配当予想は年間30円とする。 (中間15円、期末15円、配当性向 29.4%)



４．参考資料

（参考１）連結財政状態計算書

（参考２）業績・主要指標の推移
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7,352 8,054 701 4,277 4,822 544

1,238 1,670 431 3,128 3,235 106

3,503 3,601 98 7,406 8,057 651

2,475 2,670 194 6,672 7,889 1,217

134 112 △ 22 1,526 1,481 △ 45

7,060 8,230 1,169 4,753 5,680 927

4,669 4,764 94 391 727 336

323 499 176 335 337 2

2,067 2,966 898 7,007 8,227 1,220

14,413 16,285 1,871 14,413 16,285 1,871

非流動資産 　利益剰余金・自己株式

　営業債権・その他の債権 　　　負債合計

　棚卸資産 親会社の所有者に帰属する持分

　その他 　　　資本合計

合          計 合          計

　有形固定資産 　その他の資本の構成要素

　のれん及び無形資産 非支配持分

流動資産 流動負債

　現金及び現金同等物 非流動負債

資産 負債及び資本

　その他 　資本金・資本剰余金

（単位：億円）


